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水窪文化会館のロビーで、クリスマスリースの

作品展示を行いました。これは、花の会と草木

染めと山に生きる会とのコラボレーションによる

作品です。山に生きる会が用意したツルと鮮や

かな赤い実がかわいらしいツルウメモドキを

ベースに、花の会が用意したまつぼっく

りやドライフラワーなどを飾った作品に

なっています。また、草木染めをアクセン

トに使った華やかな作品も。文化会館の

クリスマスの雰囲気を盛り上げる作品

展示となりました。

リース飾りを展示しました！

民俗資料館に正月飾りの「男木」

お正月に合わせて、水窪民俗資料館の古民

家に水窪の伝統的な正月飾り「男木」が、「水

窪文化財懇話会」の皆さんにより、飾り付けら

れました。

「男木」は、およそ５メートルの杉の木を門前

に２本立て、しめ縄を張り、それぞれの木に

松・竹・梅の木、あわ棒を結びつけて作ったも

の。門松と同じように豊作祈願と歳神様を迎

える意味があるとされています。

花の会×草木染め×山に生きる会 コラボ作品

良いお年を迎えられますように…

▲資料館古民家の男木

資料館入り口には門松も▲

▲自然の素材を使った様々な個性

あるリース作品



文化会館のできごと 11・12月

天竜川の治水に尽力した郷土の偉人・金原明善の没

後１００年の節目に合わせて金原明善の功績を学ぶ「金

原明善を語る会」を開催しました。金原明善記念館から

館長の金原利幸さんをお招きし、講演していただきまし

た。金原明善は、私財を投じて水害を繰り返していた天

竜川の治水事業に取り組み、植林などを通して北遠地

域とも深いかかわりがあることなどの話がありました。

昨今、災害も多いことから参加者は、真剣な表情で講演

を聴いている様子でした。

「金原明善を語る会」を開催しました。
11 23
［水］

子ども向けの講座「ウキウキおんがく楽校」を開催しま

した。これは、浜松市と大学との連携事業の一環として

行われたもので、今回は浜松学院大学の学生が講師を

務めました。「ハンドベルに触れてみよう！」をテーマに

ハンドベルの歴史や特徴を学んだあと、ハンドベルの演

奏を体験しました。参加者は、少しの練習でも曲を通し

て演奏できるようになり、普段はあまり触れることのない

ハンドベルの演奏を楽しんでいる様子でした。

「ウキウキおんがく楽校」を開催しました。
11
13

［日］

11
19

［土］

・

浜松市天文台の職員と天文台ボランティアを講師に

「移動天文教室」を開催しました。まず、室内で星座や惑

星、この時期に見られる天体について話を聴きました。

その後、屋外でさまざまな種類の望遠鏡を使って観望

会を行いました。雲の多い空でしたが、時々晴れて木星

や土星などの惑星や講座で取り上げられた星座などが

見られました。参加者は、肉眼では見ることができない

天体の神秘に感動した様子でした。

「移動天文教室」を開催しました。
11
24

［木］



３
令和４年

星空観望会

日 時

会 場

１月５日（木）

１月１７日（火）
午後７時３０分～９時

水窪文化会館 天体観測ドーム

※小学生以下の参加は保護者同伴で

お願いします。

ピアノ・ホール 無料開放

水窪文化会館ホールの

ピアノとステージを無料開放します。

午前９時～午後５時

１月の開放日

時 間

毎週月曜日

（１６日・２3日・30）

みさくぼミュージックフェスティバル

２月２６日（日） 開場：1２：３０
開演：1３：００

水窪文化会館 ホール会 場

日 時

イベント情報 １月・２月

町内・市内の音楽愛好家などによる演奏会を開催します。

詳細は、改めて回覧します。どうぞ、お楽しみに！

正月の門松づくり講座を開催しました。昼の部と夜の

部の２回に分けて行い、合わせて１４組が参加しました。

参加者は、基礎となる竹に松と南天、水引などを思い

思いに飾り付け、立派な門松に仕上げていました。

「門松を作ろう！」を開催しました。
12
13

［火］



新入荷本の紹介

水窪図書館からのおしらせ

「あなたのまわりの「高齢さん」の本」 
佐藤眞一／著 発行：主婦と生活社

「いつも不機嫌・すぐキレる」「オレオレ詐欺に騙

される」「頑として運転をやめない」…。高齢者の

行動の背後にある心理を読み解くきっかけとな

る、１１2のキーワードを解説する。

「もうすぐ死に逝く私からいまを生きる君たちへ」
水谷修／著 発行：鳳書院

君たちは生きて、生きて、生き抜いて、君たちの

いのちを、次のいのちへとつなぐのです。 。６６歳

になった「夜回り先生」が、子どもたちに「いのちの

尊さ」を語る。

「古くて新しい日本の伝統食品」 
陸田幸枝／著 大橋弘／写真 発行：柴田書店

日本人は何を食べてきたのか。本来の食べものと

は何か。梅干し、鮒ずし、純米酢など、何代にもわ

たって誠実に製法を守って作り続けられてきた伝

統食品全１０１品を厳選紹介する。

「老いを楽しく手なずけよう」 
吉永みち子／著 発行：中央公論新社

体はちょいヨロ、心は成長期。面白きこともなき

世を面白く。７０代、老いのまっただ中を快走中の

吉永みち子が、そこそこ元気を目標に、楽しく暮ら

すヒントを綴ったエッセイ集。

「7０歳になってもボケない頭のつくり方」 
茂木健一郎／著 発行：きずな出版

何歳からでも脳の老化は止められる！「老い」

の正体を解説し、最期まで若々しく、人生を謳歌

するための、生活習慣、遊び方、学び方、運動と食

べ方を紹介する。

「長生き足体操 転倒予防の名医が教える」 
武藤芳照／著 発行：幻冬舎

日常で心がけたい転倒予防の知恵や、転ばない

からだづくりをまとめる。転びやすい原因を解説し

た上で、運動が苦手な人も楽しんで行える転倒予

防体操を紹介する。

「６０歳からのひとり旅 鉄道旅行術」 
松本典久／著 発行：天夢人

鉄道ジャーナリストの著者がシニア世代に向け、

ＪＲ各社の高齢者サービス、知っておきたいお得な

切符等を紹介。鉄道旅を快適にするアドバイスも。

年末年始休館日のお知らせ 12月29日（木）～1月3日（火）

「３６６日じてん」 
平野恵理子／著 発行：偕成社

さあ、自由に楽しく、考える練習を始めよう。世

の中の「答えのない問題」を通して、自分なりの答

えを考えるやり方を紹介。

「1０歳からできる自分のあたまで考えること」 
どう解く？制作委員会・ＱｕｉｚＫｎｏｃｋ／著

発行：ポプラ社

今日はどんな出来事があった日だろう？だれが

生まれた日？１月から１2月まで、３６６日の出来事

を、かわいいイラストとともに紹介します。

「スサノオとオオナムチ」 
飯野和好／文・絵 発行：パイ・インターナショナル

兄神に命を狙われたオオナムチは、死者の国を

おさめるスサノオを訪ね、スサノオの娘・スセリヒ

メと恋に落ちます。スサノオはオオナムチを強い

男と見こむと、数々の試練を与え…。

「ちいさなたいこ」 
松岡享子／さく 秋野不矩／え 発行：福音館書店

大雪山、八甲田山、槍ヶ岳、富士山、阿蘇山…。

全国各地の山の成り立ちを説明しながら、歴史

や自然、その山ならではの特徴などを紹介する。

「みんなが知りたい！「日本の山」のすべて」 
「日本の山のすべて」編集室／著

発行：メイツユニバーサルコンテンツ

心のやさしいおじいさんとおばあさんが畑に植え

たかぼちゃ。やがて、大きな実がなると、夜、かぼ

ちゃ畑から楽しそうなまつりばやしが。2人がかぼ

ちゃの中を覗いてみると不思議な光景が…。


